
日
中
韓
北
極
セ
ミ
ナ
ー「
北
極
域
の
持
続
可
能
な
利
用
に
つ
い
て
」 

一
般
社
団
法
人 

寒
地
港
湾
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー  

 

２
０
１
６
年
７
月
５
日
に
北
海
道

大
学
百
年
記
念
会
館
に
お
い
て
、
日

中
韓
北
極
セ
ミ
ナ
ー(
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を
、
寒
地
港
湾
技

術
研
究
セ
ン
タ
ー(

C
P
C)

が
開
催
地

事
務
局
と
な
り
開
催
し
た
。 

本
セ
ミ
ナ
ー
は
、
北
極
海
に
関
す

る
研
究
を
し
て
い
る
日
本
、
中
国
、

韓
国
の
研
究
機
関
に
よ
る
北
太
平
洋

北
極
研
究
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
開
催

し
て
い
る
も
の
で
、
今
回
の
札
幌
で

の
開
催
は
韓
国
・
済
州
島
、
中
国
・

上
海
に
続
い
て
３
回
目
の
セ
ミ
ナ
ー

で
あ
り
、
「
北
極
域
の
持
続
可
能
な

利
用
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
議
論

が
行
わ
れ
た
。 

参
加
し
た
研
究
機
関
は
、
韓
国
か

ら
韓
国
海
洋
開
発
院(

KM
I
)

、
韓
国
極

地
研
究
所(

KO
P
R
I)

、
ソ
ウ
ル
国
立
大

学(
S
N
U)

、
韓
国
船
舶
海
洋
技
術
研
究

所(
K
R
IS
O
)

、
仁
荷
工
業
大
学(I

T
C
)

、

韓
国
外
国
語
大
学
校(

HU
F
S
)

の
６
組

織
、
中
国
か
ら
上
海
国
際
問
題
研
究

院(
S
I
IS
)
 

、
中
国
極
地
研
究
セ
ン
タ

ー(
P
R
IC
)

、
中
国
水
運
科
学
研
究
院

(
W
T
I
)

、
の
３
組
織
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

日
本
か
ら
は
北
海
道
大
学
北
極
域
研

究
セ
ン
タ
ー(

A
R
C)

、(

一
財)

国
際
臨

海
開
発
研
究
セ
ン
タ
ー(

O
C
DI)

、(

公

社)

北
海
道
国
際
交
流
・
協
力
総
合
セ

ン
タ
ー(

H
I
EC
C
)

の
各
共
催
機
関
を

は
じ
め
と
し
て
、
そ
の
ほ
か
１
０
の

研
究
機
関
、
さ
ら
に
一
般
市
民
の
方

の
参
加
も
い
た
だ
き
、
全
体
で
は
５

０
名
を
超
え
る
セ
ミ
ナ
ー
と
な
っ
た
。 

セ
ミ
ナ
ー
で
は
各
研
究
機
関
の
北

極
域
に
関
す
る
研
究
及
び
取
組
の
紹

介
や
、
北
極
域
と
ア
ジ
ア
諸
国
の
関

係
な
ど
に
つ
い
て
活
発
な
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。 

セ
ミ
ナ
ー
の
概
要 

 

セ
ミ
ナ
ー
は
、
開
催
地
事
務
局
で

あ
る
寒
地
港
湾
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー

の
佐
伯
浩
会
長
と
北
太
平
洋
北
極
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
事
務
局
で
あ
る
韓

国
海
洋
開
発
院
のS

u
n
g
-G
w
i
 K
I
M

院

長
の
開
会
挨
拶
に
よ
り
始
ま
り
、
そ

の
後
、
第
１
セ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
日

中
韓
の
代
表
者
に
よ
る
基
調
講
演
が

行
わ
れ
た
。 

ま
た
、
第
２
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
中
国

か
ら
の
３
人
の
研
究
者
に
よ
る
発
表
、

第
３
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
韓
国
か
ら
の
４

人
の
研
究
者
か
ら
の
発
表
、
第
４
セ

ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
日
本
の
３
人
の
研

究
者
に
よ
る
発
表
が
行
わ
れ
た
。 

日中韓の研究機関からの参加者 



最
後
に
、
今
日
の
セ
ミ
ナ
ー
の
ま

と
め
や
、
今
後
の
活
動
方
針
な
ど
が

議
論
さ
れ
、
第
４
回
目
と
な
る
次
回

セ
ミ
ナ
ー(
２
０
１
７
年)

は
韓
国
釜

山
市
で
開
催
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

た
。 

   

基
調
講
演
概
要 

 

以
下
に
は
、
日
中
韓
の
代
表
者
に

よ
る
基
調
講
演
の
概
要
に
つ
い
て
紹

介
す
る
。 

「
韓
国
に
お
け
る
北
極
政
策
の
動
向
」

J
o
n
g
-
De
o
g
(J
u
s
ti
n
) K

im

氏(

韓
国

海
洋
開
発
院) 

私
達
は
、
北
極
評
議
会
の
「
北
極

先
住
民
海
域
利
用
マ
ッ
ピ
ン
グ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
へ
の
参
加
や
、
政
府
に

よ
る
韓
国
の
専
門
家
グ
ル
ー
プ
レ
ベ

ル
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
組
織
し
、
３

ヶ
月
毎
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

し
て
情
報
共
有
を
図
っ
て
い
ま
す
。 

２
０
１
１
年
よ
りK

M
I

が
ホ
ス
ト

と
な
り
開
催
し
て
い
る
「
北
太
平
洋

北
極
会
議(

NP
A
C
)

」
に
つ
い
て
、
今

年
は
８
月
に
ハ
ワ
イ
大
学
で
開
催
し
、

第
２
回
が
１
２
月
に
も
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。 

昨
年
、「
適
切
な
情
報
を
共
有
し
、

適
切
に
北
極
を
理
解
す
る
こ
と
」
が

非
常
に
重
要
だ
と
感
じ
、
そ
の
た
め

多
く
の
情
報
を
得
る
た
め
に
北
米
地

域
と
も
議
論
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

政
府
研
究
機
関
で
も
北
極
へ
の
理

解
を
深
め
る
た
め
、
政
策
、
科
学
、

ビ
ジ
ネ
ス
、
ま
た
文
化
を
楽
し
む
こ

と
を
基
本
的
な
考
え
と
し
た
「
２
０

１
６
年
北
極
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
ウ

ィ
ー
ク
」
を
設
け
る
こ
と
に
合
意
し

て
い
ま
す
。 

情
報
シ
ス
テ
ム
の
サ
ー
ビ
ス
開
始

も
主
要
な
目
標
の
一
つ
と
し
、
韓
国

語
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
み
に
な
り
ま
す
が

３
月
か
ら
開
始
し
、
来
年
に
は
英
語

や
他
の
言
語
で
の
展
開
を
考
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
北
極
圏
の
大
学
と
協

力
し
て
、
韓
国
北
極
ア
カ
デ
ミ
ー
を

設
立
し
、
北
極
圏
の
学
生
を
招
待
し

知
識
や
ビ
ジ
ョ
ン
の
提
供
を
行
っ
て

い
ま
す
。 

さ
ら
に
、
北
極
評
議
会
の
２
０
周

年
の
お
祝
い
の
た
め
の
国
際
セ
ミ
ナ

ー
を
開
催
し
、
進
捗
状
況
や
今
後
の

活
動
内
容
な
ど
多
く
の
こ
と
を
共
有

し
て
い
ま
す
。 

 

「
北
大
北
極
域
研
究
セ
ン
タ
ー
が
進

基
調
講
演-

２ 

基
調
講
演-

１ 

Jong-Deog(Justin) Kim氏による基調講演 

佐伯会長による開会挨拶 



め
る
北
極
研
究
」
深
町 

康
氏(

北
海

道
大
学
北
極
域
研
究
セ
ン
タ
ー) 

北
海
道
大
学
北
極
域
研
究
セ
ン
タ

ー
は
昨
年
４
月
に
設
立
さ
れ
、
い
く

つ
か
の
研
究
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
ま
す
。

一
つ
は
大
気
や
水
圏
研
究
、
地
上
研

究
、
雪
氷
研
究
、
な
ど
の
基
本
的
な

応
用
科
学
を
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
し

た
実
践
的
研
究
、
社
会
科
学
や
人
文

科
学
研
究
、
お
よ
び
衛
星
観
測
と
モ

デ
リ
ン
グ
し
た
研
究
グ
ル
ー
プ
で
す
。 

セ
ン
タ
ー
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
ミ
ッ
シ

ョ
ン
に
つ
い
て
、
ビ
ジ
ョ
ン
は
「
北

極
域
の
持
続
可
能
な
利
用
と
保
全
に

貢
献
す
る
」
こ
と
、
ま
た
ミ
ッ
シ
ョ

ン
は
「
新
し
い
北
極
科
学
を
確
立
す

る
能
力
構
築
を
促
進
し
、
問
題
解
決

の
た
め
の
革
新
的
な
研
究
を
行
う
」

こ
と
で
す
。 

昨
年
１
０
月
に
発
表
さ
れ
た
日
本

の
北
極
政
策
に
つ
い
て
、
２
０
１
９

年
ま
で
の
新
し
い
北
極
研
究
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
「A

RC
S

」
に
つ
い
て
、
こ
れ

ら
の
活
動
を
通
じ
国
内
お
よ
び
国
際

的
な
共
同
研
究
を
行
う
機
会
、
将
来

の
産
業
や
北
極
の
た
め
の
社
会
的
、

文
化
的
研
究
の
ア
イ
デ
ア
を
提
供
す

る
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。 

 

最
後
に
産
学
官
連
携
を
目
的
と
し
、

３
機
関
に
よ
る
全
国
的
な
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
と
な
る
「
日
本
北
極
圏
研
究
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー(

J
-
ARC

ネ
ッ

ト)

」
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
３
機
関

は
北
海
道
大
学
北
極
圏
研
究
セ
ン
タ

ー
、
国
立
極
地
研
究
所
、J

AMS
T
E
C

が
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

 

「
ア
ジ
ア
諸
国
と
北
極
の
将
来
」

Y
a
n
g
 
Ji
a
n

氏 
(

上
海
国
際
問
題
研

究
院) 

こ
れ
ま
で
の
西
洋
諸
国
の
近
代
化

の
パ
タ
ー
ン
を
追
求
す
る
過
程
で
ア

ジ
ア
諸
国
は
環
境
、
エ
コ
ロ
ジ
ー
、

健
康
上
の
工
業
化
の
悪
影
響
を
経
験

し
て
い
ま
す
。
た
だ
、
日
本
に
続
き
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
韓
国
、
中
国
、
イ

ン
ド
の
よ
う
な
国
は
技
術
・
学
術
研

究
の
大
幅
な
進
歩
を
遂
げ
て
お
り
、

こ
の
国
々
は
北
極
研
究
に
お
い
て
、

重
要
な
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

経
済
的
に
日
本
、
韓
国
、
中
国
は

世
界
で
も
非
常
に
重
要
な
役
割
を
占

め
て
お
り
、
我
々
が
協
力
す
る
こ
と

は
世
界
的
に
大
き
な
意
味
を
持
っ
て

い
ま
す
。
よ
り
良
い
北
極
の
た
め
の

努
力
は
、
北
極
と
地
球
の
よ
り
良
い

未
来
の
た
め
に
な
る
と
信
じ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
こ
の
よ
う
な
セ
ミ

ナ
ー
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
は
非
常
に

嬉
し
く
、S

I
I
S

と
し
て
も
継
続
し
て

協
力
し
て
い
き
ま
す
。 

基
調
講
演-

３ 

深町 康氏による基調講演 

Yang Jian氏による基調講演 


